
一
川
一
ほ
、
転
出
月
の
A
W
だ
け
配
給
レ
ま
す
一
本
人
の
蒋
裂
に
よ
る
配
給
被
置
に
よ

A
4
0転
出
の
場
合
、
消
費
者
が
当
局
委
一
り
処
理
読
ま
す
・

一
は
当
月
を
舎
前
月
の
来
一
雷
雲
一
@
転
入
露
A
段
聖
需
の
転
出
月
の

一
安
げ
な
い
場
合
は
「
配
品
開
辞
滋
」
と
一
忽
局
分
か
あ
配
給
b
v品
開
始
レ
ま
ず
、

止
し
て
処
理
主
嘩
品
ず
が
あ
御
注
意
下
一
管
転
入
の
霊
長
買
の
忽
々

L
-

‘E
-

晶、

4.町

、
均

一

さ

い

.

一

月

以

降

の

望

涯

、

閲

覧

の

配

給

お
米
の
配
給
方
法
獲
る

h

d

ぃ
一

豊

喜

転

出

す

露

食

、

伝

入

一

言

語

託

手

。

占

有

、

3
1
4

、

一

地

に

宅

、

そ

の

悪

事

一

る

一

宮

金

一

、

き

の

室

、

審

議

年
四
同
の
特
別
整
理
一
%
か
あ
り
ま
す
J

一
@
軒
町
長
十
護
婦
一
軒
以
上
野
ま

奨

の

阻

盤

轟

陸

、

現

住

民

主

島

、

と

の

亡

を

間

給

レ

、

ζ
の
場
合
、
前
月
案
一
正
保
護
襲
、
警
妻
李
授
、
し
た
か
ら
、
.そ
の
月
の
配
盤
、
そ
の

穴
究
室
主
事
先
月
審
議
一
一
一
一
月
一
自
主
援
の
一
議
君
臨
給
レ
芋
が
、
年
四
回
一
周
訓
練
所
及
び
震
へ
転
出
す
る
場
一
月
の
う
ち
に
需
を
警
ら
れ
る
き

察
改
め
る
れ
、
同
月
の
特
別
清
置
と
一
通
り
配
給
さ
一
の
朔
別
競
聾
月
の
翌
月
の
雲
一
倉
、
転
費
量
患
の
皇
、
一
重
い
七
ま
す
・
ハ
一
市
暴
V

じ
て
、
一
斉
中
に
導
者
事
受
け
な
一
れ
る
と
と
に
な
主
主
。
一

P

I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
1
l
i
l
i
-
-

か
っ
た
設
、
一
線
二
月
末
同
「
で
高
一

2は
年
四
国
主
、
音
、
八
一

f
t
t
3
h
f〉
Z
G

、

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
月
、
十
一
月
の
萱
青
V

配
給
の
時
一
三

，
ι和
制
割
河
出
屯
昌
嗣
ト
脳
同
同
内
/
皇
制

一

一

↓

E
盆

t
Hヌ
6
明
泊
4

，rνae
，
}uf

第

四

十

毅

一

別

撃

が

Z季
。

一

1
1
!
1
3
{
イ
コ

-

a

一
@
問
問
黙
認
抗
措
一
今
月
第
四
回
の
催
し

一

一

三

を

義

者

が

重

し

た

主

と

し

て

兜

納

く

じ

抽

飯

・

演

聾

も

盛

津

山

に

-

広

徳

一

打

ち

切

D

ま

ず

。

即

ち

一

年

中

の

配

一

一

抽

出

一

撃

、

言

、

五

月

、

八

月

、

十

二

市

で

は

毎

年

前

税

同

弱

者

8
2い
を
一
重
雪
配
布
レ
て
お
き
、
当
用
量
一
で
お
知
ら
茎
し
ま
す
雲
氏
支

一
戸
一
月
の
四
回
に
撃
し
、
と
の
四
凶
の
一
昨
加
し
て
害
警
が
、
今
年
は
そ
の
四
一
と
吹
矢
に
よ
っ
て
霊
・
に
韓
宝
択
一
〈
多
数
の
方
か
お
出
存
下
京
葉

一

句

一

期

間

内

の

竪

程

、

を

季

節

未

一回
の
つ
ど
い
需
品
重
曹
帯
一
一
等
宮
四
雪
で
を
還
し
て
次
の
一
議
い
老
妻
。
(
護
課
)

一

以

一

騎

の

も

の

が

あ

っ

て

も

一

揮

襲

一支
部
の
護
で
一
一
斉
二
十
五
日
軍
需
一
害
警
高
b
ま
す
・

一

締

結

一

に

じ

ま

す

.

一

会

館

で

躍

の

予

定

L
し
て
お
b
ま

す

一

マ

一

等

議

事

。

さ

一

端

一

@

し

か

b
消
費
者
の
都
合
よ
喜
一
塁
、
盤
の
意
後
辰
吉
一
マ
一
辱
豪
雨
飯
ふ
か
し
、
電

一

樹

一

や

む

を

得

ぬ

も

の

で

あ

る

と

と

喜

一

語

ま

で

一

気

ア

イ

ロ

ン

い

ず

れ

か

一

一

R
E
十
長
が
証
明
υた
場
合
は
そ
の
限
b
で
一
夜
の
部
は
六
時
す
り
九
時
ま
で
の
予
一
品
。
一
豆
本
V

一

道

一

ぁ

b
ま
せ
ん
。
と
の
場
合
の
有
効
期
一
申
告
す
一
一
等
小
供
用
妻
、
弁
当
箱
、

一

官

一

躍

一

ヶ

月

と

し

ま

す

.

.

 

一

重

品

華

襲

警

支

部

抵

の

主

義

信

ん

宍

ケ

入

)

一
智
一
望
月
の
配
給
量
に
キ
ロ
米
澗
の
嚢
一
拶
の
語
警
官
、
余
興
と
じ
て
一
フ
ラ
イ
パ
ン
い
づ
れ
か
一

-

d

明
一
室
る
と
在
智
彦
て
昭
彦
一
漫
談
、
漫
才
、
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
、
腹
一
品
。
一
五
O
本
V

役
新
一
の
護
し
そ
し
て
も
差
支
え
雪
ま
一
話
術
、
浪
曲
、
警
需
要
一
V
四
等
各
館
共
謀
爾
招
待
袋

一

市
宅
せ
ん
が
、
年
四
副
告
別
居
一
が
あ
っ
て
会
を
閉
じ
る
と
と
に
な
っ
て
一

c
一、主

8
5

一

塁

一

理

弱

者

於

け

る

配

給

量

竺

害

ま

ず

。

抽

警

富

一

日

現

在

一

賞

品

は

つ

互

い

の

翌

日

吉

四

月

十

五

一

護

所

一

で

酌

量

し

て

官

ま

す

.

一

於

け

る

市

葬

塑

文

一

会

室

ず

一

回

ま

で

市

役

所

盆

露

襲

警

前

一

一

@

消

費

者

が

転

出

品

Z

聞
出
光
場
合
は
、
一
る
時
は
、
軍
複
分
を
除
き
ま
す
V

に
対
一
換
を
仔
フ
予
定
で
す
.
な
お
っ
E
い
の

一

E
Z
Eの

緊

委

喜

一

さ

か

じ

め

信

書

通

じ

て

号

取

は

建

次

第

、

警

な

喜

-

一

-

事

ふ
抱
揖司
e
p

一

諸

膝

印

司

刈

市
政
を
動
か
ナ
カ
で
あ
り
、

光
で
ナ
。

期
限
内
に
、

1
p
i--
!
"
1
il
i
b
-
C七
時
5
1
i
g
r
f

。
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市

税

、

A
S
I
--
'
:一叩

I
i
j
s
:
J

3
ぷ!
選
fL
b

i
問

-
q

;

1

4
司

J
γ

ii

E
7
ψ

込一

r
I
hFl

市
営
産
院
で
棚
着
臥

か
ね
て
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
親
し
く
利
用
寄
れ
て
お
b
ま
ず
棉
倒
防
の
市

立
産
院
幹
近
代
的
な
税
学
的
診
療
を
実
摘
す
る
た
あ
、
今
岡
院
内
の
改
築

工
事
を
行
い
ま
し
#
が
間
際
の
一
般
診
療
門
産
税
、
篤
人
制
む
け
毎
月
午

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
(
急
患
同
日
臨
時
一
v

で
、
一
信
薩
叱
御
利
用
出
来

議
に
な
b
ま
し
た
。
な
お
特
に
市
民
警
包
御
要
望
に
ま
毎
日
午

後
一
時
か
ら
鵜
A
街
生
の
銀
総
栂
緩
や
致
し
て
屡
b
ま
す
・
門
市
立
産

院
)

季節の獲り目にほ・・・・
健康に充分注意致しま

しよう

流行性感冒にか、らぬ

様に注意しましよう

は

市
政
を
明
る
〈
ナ
る

ぜ
ひ
b
納
め
下
さ
い
。



ロ
ド
議

?
!
Eこ復
E
設
苔
を

酪
晴
世
帯
二
鼠
姐
咽

t
奥
田
宮
置

4
S
耳
誠
司

前
橋
駅
前
聾
の
建
設
工
事
は
、
h
r
忽
」
ず
損
壊
焚
復
興
事
務
所
の
手
に
よ
っ
て
、
進
め
ら
れ
だ
い
ま
す

が
〉
涯
の
工
事
を
完
了
じ
て
既
む
木
の
組
込
、
モ
ダ
ン
な
照
明
塔
の
入
机
も
務
み
、
近
く
差
以
じ
主
J

い
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
関
係
亘
書
む
お
い
て
は
県
都
大
前
橋
の
玄
密
で
あ
る
ζ
の
広
場
の
美
化
そ
図
hu
、
か

ね
て
市
の
復
興
を
記
念
す
る
た
め
と
の
広
場
に
記
念
暗
唱
を
建
議
す
べ
く
、
先
般
来
前
橋
駅
前
広
品
川
復
興
記
念
搭

調
設
委
員
会
を
設
立
し
、
協
議
中
で
し
た
が
、
今
岡
県
出
身
彫
刻
家
内
泰
討
で
あ
る
分
部
眼
目
民
に
委
慨
し
て

復
興
と
平
和
物
衰
微
し
た
像
を
砲
設
す
る
こ
と
に
な
b
ま
し
た
。
既
に
と
の
倦
レ
に
控
レ
有
志
右
か
ら
続
々
資

金
が
容
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
本
年
夏
秋
の
頃
ま
で
怪
立
派
な
記
念
警
向
心
と
し
を
杓
的
の
駅
前
広
場

主
寝
ず
る
を
に
諮
冗
ぃ
手
。
〔
土
木
課
V

て2) 第 40明:毎月四四ー目指符3

道路交通取

締規則改正

前
照
燈
の
光
刀
制
醸

結
氷
時
の
撒
水
を
禁
止

道
路
で
の
康
管
宜
俸
は
許
可
制
に

安
全
装
置
の
な
い
こ
人
乗
り
巌
禁

報

県
の
道
路
究
極
取
締
規
則
が
改
止
さ
れ
一
乗
車
レ
て
は
い
け
な
い
。
但
し
、
幼

二
月
十
日
か
り
施
行
さ
れ
ま
b
た
。
そ
一
児
を
乗
車
問
を
設
り
叉
は
安
全
な
方

の
結
果

、

一
法
で
乗
車
さ
せ
る
揚
合
を
除
く
。

V
自
動
車
一
又
は
そ
の
け
ん
引
す
る
直
若

一
@
、
交
一
法
ひ
ん
ぽ
ん
な
道
路
で
自
転
車

し
く
は
原
動
機
付
自
転
車
以
芥
の
諸
車
一
乗
車
練
習
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

の
操
縦
者
は
、
夜
間
前
照
殴
及
び
尾
燈
一
@
、
道
路
で
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
叉
は

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
前
照
燈
一
と
れ
に
類
す
る
仔
慢
M
1
し
℃
は
な
ら

が
発
竃
一
山
の
も
の
に
あ
っ
て
は
そ
の
照
一
な
い
。

射
議
室
事
進
行
高
島
高
石
、
結
誌
の
お
そ
れ
あ
る
と
き
水
、
雪

蘭
十
メ
'
ト
ル
高
え
で
は
な
ら
な
い
一
雪
道
路
に
撒
布
レ
て
は
な
ら
な
い

喜
護
、
菌
室
場
以
外
の
道
路

一
@
、
査
ひ
ん
ぱ
ん
な
道
路
を
進
行
中

に
お
い
て
駐
車
す
る
と
き
は
、
蓄
の
一
の
軌
道
車
議
書
官
、
塵
口
宣

震
を
つ
け
な
ザ
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
伝
ピ

-Z福
島

署

帯

主

V
道
路
で
次
の
露
ち
で
は
な
ら
な
一
は
な
ら
な
い
。

い

一

@

、

原

副

削

機

付

一

T

輔
自
転
車

E
T
G

@
、
道
路
で
み
だ
b
に
た
き
火
し
叉
は
一
室
阜
レ
て
は
い
け
な
い
。
規
定
さ

じ
ん
・
か
い
を
す

τ与
は
な
ら
な
い
。
一
れ
た
乗
車
装
躍
を
備
一
え
た
場
合
を
除

@
、
道
路
で
二
輪
自
転
車
に
二
人
以
上
一
〈
。

贋市橋前昭和 28年 3J!J 1目

前
橋
競
輪
一
h
J四
制

市
営
問
機
競
輪
の
一
言
・
四
月
の
開
書
割
は
次
の
替
で
す
匂
〔
警
は
低
出

十
静
半
U

マ
コ
一
月
第
一
節
十
四
日
{
土
)
、
十

五
日
(
日
)
、
十
六
日
山
月
)

第
二
節
廿
日
(
金
)
、
廿
一
日
(
土
、

祝
日
)
、
廿
二
日
ハ
日
)

マ
四
月
第
一
節
三
日
(
金
〉
、
四
日

(
土
)
、
五
日
(
日
.
}

第
二
節
十
日
(
金
)
、
十
一
日
(
土
)
、

十
二
日
(
日
)
(
商
工
課
)

回
定
資
産
税
の

湘
姉
闘
凶
ム
口
脳
限
削
附
撞
見

@
、
重
ひ
ん
ぽ
ん
な
道
路
で
原
動
機
一

-
-
:
l
;

‘

1
1
司

1
1
J

自

転

車

議

臼

撃

に

木

材

、

は

一

審

査

の

請

求

も

出

来

ま

す

し
と
、
竹
ざ
お
そ
の
他
長
大
な
物
件
一
市
で
は
昭
和
二
十
八
年
度
固
定
資
産
説
一
材
等

ω露
じ
管
大
き
な
蓄
が

若

レ

台

高

袋

署

失

う

き

一

φ
、
課
努
象
と
な
っ
て
い
る
固
定
資
一
な
い
と
認
め
ら
釣
る
の
で
、
特
に
補

な
豊
島
暴
行
レ
、
議
一
墜
に
つ
き
、
地
方
裂
の
規
定
に
よ
っ
一
正
室
と
す
る
も
の
以
外
は
昨
年

議
レ
て
乗
車
レ
て
は
な
ら
な
い
。
一
て
評
町
額
を
決
定
致
し
ま
し
た
の
で
、
一
と
大
雪
D
ま
せ
ん
・

V
道
路
に
お
い
て
次
の
震
と
ょ
う
一
次
の
子
量
殺
撃
に
ち
ま
す
か
一
〔
ロ
V

土
地
の
場
合
日
評
価
の
方
法

と
す
る
と
き
は
、
襲
名
日
誌
の
許
可
を
一
ら
、
期
間
中
に
是
詰
震
い
ま
す
。
一
昨
年
と
同
様
で
す
が
、
御
承
知
の
様

受
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

1
、
縦
覧
す
る
台
帳
(
昭
和
二
十
八
年
一
日
L
地
事
実
傾
向
に
あ
皇

Z

@
、
襲
、
仮
装
行
列
そ
の
他
の
惨

υ
一
度
v

一
米
側
の
改
訂
婦
に
よ
皇
レ
て
土
地

b
D
Fる

と

き

。

一

一

室

課

税

台

帳

、

土

地

震

台

帳

、

て

ιつ
い
て
は
平
均
培
地
約
一
五
色

2
4
2
l
t
F
1

↑
償
拠
資
産
課
税
台
帳
一
一
一
、
六
%
畑
六
%
の
増
加
と
な
huま

@

、

み

こ

し

、

山

車

、

箆

療

等

宇

田

山

中

』

一

一

一
2
、
縦
覧
の
期
間
一
一
一
角
一
臼
か
ら
一
ニ
ナ
。

2す
る

と

き

。

一

十

日

ま

で

の

問

の

執

務

時

間

中

一

3
償
却
資
産
の
揚

AT管
必

要

@
、
事
、
宣
伝
り
た
め
諾
聖
書
一

3
、
続
出
動
の
場
所
前
橋
市
役
所
〔
旦

P
認
め
ら
れ
る
も
の
の
往
昭
和
二

警
守
つ
げ
運
レ
な
が
b
通

行

一

宮

分

喜

税

務

課

一

十

七

年

度

の

語

額

に

耐

用

誌

に

し
よ
う
と
す
る
と
き
。
一
な
お
固
定
資
産
の
評
価
は
、
昭
和
二
十
一
際
じ
る
減
価
償
却
相
当
額
を
控
徐
レ

。
、
室
ひ
ん
ぱ
ん
な
道
路
で
害
、
一
八
年
一
月
百
現
在
の
霊
な
る
時
価
一
夏
に
昭
和
二
十
七
年
中
に
増
加
レ
光

宣
伝

ωた
め
印
刷
物
そ
の
他
の
も
の
一
に
よ
っ
て
評
価
レ
て
あ
b
ま
す
。
評
価
↑
資
産
の
取
得
価
額
を
加
算
し
℃
個
憎
た

を
撒
布
レ
ょ
う
と
す
る
と
き
。
一
の
舗
に
つ
い
て
不
阪
の
あ
る
方
ほ
一
一
一
一
月
一
額
と
な
D
ま
す
.

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
制
限
が
設
け
戸
恒
例
川
一
一
日
か
ら
一
一
一
月
一
一
一
十
日
ま
で
の
聞
に
所
一
な
お
国
短
資
瑳
税
の
納
期
日
は
次
の
議

決
レ
た
か
ら
、
一
般
に
御
法
抵
鋭
い
ま
一
定
の
様
式
に
よ
D
審
査
請
求
ぜ
を
前
橋
一
に
な
ゑ
ナ
定
で
す
。

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
二
向
月
一
一
古
の
縦
一
市
固
定
資
髭
評
術
審
査
委
員
会
に
提
出
↑
第
一
期
四
月
中

烏
県
一
戦
に
登
載
の
穫
潟
県
規
則
嘉
七
号
一
し
て
下
さ
い
・
一
第
一
一
期
七
月
中

を
御
覧
下
さ
る
か
、
叉
は
当
所
に
つ
い
一
評
揃
に
つ
き
ま
し
て
同
一
第
一
一
一
刻
十
二
月
中

て

栂

尋

ね

下

さ

い

。

(

イ

V

家
屋
の
場
合
H
昨
年
と
同
様
の
一
第
四
期
間
空
一
月
中

ハ
保
安
謀
、
市
欝
祭
U

万
訟
で
評
価
致
し
ま
ナ
が
、
建
築
資
一
〈
税
務
課
)

今
年
の
定
期
種
痘

三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て

三
月
、
四
局
は
定
期
秘
U
の
月
で
す
。
一
一
一
期
)

間
習
は
決
定
次
第
五
ぐ
語
喜
一
マ
今
年
小
学
校
を
卒
業
す
る
も
の
富

数
レ
ま
す
が
、
一
一
一
一月
中
に
行
内
看
は
、
一
一
一
一
明
)

マ
今
年
小
学
税
へ
入
学
す
る
も
の
(
第
一
で
、
四
月
に
行
「
看
は

可

有望iiii;i開噴き
E252事露骨量持25拍全
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鵠雲5222
)白釜義塁 手

個
人
名
義
申
告
書
一
躍
私
的
諮
問
問
言
語

提
出
k
つ
い
れ
し
長
願
い
一
持
裂
の
駐
在
hun混
同
信
九
十

情書

O
B
i
lで

2
3
2
?
3
7
I
t積
叶
巾
り
J
4公
開
ハ
オ
、
計

b
毎
年
提
出
万
詣
願
い
し
て

5
一

一

時

山

諮

問

れ

い

守

忘

」

雲

母

吋

諮

問

問

ド

皆

完

訂

計

許

習

で

完

月

十

つ

五

日

間

一

一

月

朔

、

ず

露

、

ナ
が
今
年
の
市
民
続
申
告
期
了
、
署
内
雇
ん
で
い
る
個
ム
の
喜
は
御
厨
け
款

υ季
語

一

長

一

引

の

駆

除

を

行

一

一

一

土

日

雰

の

臼

、

一

一

青

脅

目
は
一
一
買
末
日
(
火
一
隅
日

v
一
一
一
i

前
橋
而
円
忌
ん
で
い
な
い
主
一
回
以
降
面
さ
れ
ま
ナ
と
税
法
上
。
一
い
一
定
十
円
高
歩
十
七
日
そ
の
浮



煙
突
の
不
完
全
が
危
険

出
火
の
原
因
ほ
大
部
分
が
過
失
!

乾
燥
つ
立
き
の
折
柄
注
意
し
ま
し
ょ
う

一
昨
年
中
本
市
内
で
務
廷
し
た
火
災
は
笑
一
マ
ド
の
取
灰
去
、
残
火
焚
火
四
、

た
一
散
は
最
も
危
険
で
す
か
ら
、
湯
殿
i

吹

一
に
四
十
件
に
も
す
ま
し
票
、
そ
れ
一
ば
乙
二
、
譲
二
、
マ
ッ
チ
一
、
里
霧
等
に
雲
の
あ
あ
襲
警
は
く

一
む
よ
っ
て
鳴
け
た
の
は
一
火
二
義
務
一
、
ス
ト
ー
ブ
一
、
五
ぐ
れ
も
御
注
意
下
さ
い
・

一
会
関
=
芦
七
様
半
臨
間
四
戸
四
棟
内
う
一
ア
イ
ロ
ン
一
、
そ
の
他
一
な
お
公
事
の
時
は
、
少
υも
思
〈
電

一
字
一
斉
二
十
二
日
の
前
高
校
喜
一
と
な
っ
て
居
究
室
は
十
二
月
の
八
一
話
二
九
番
へ
知
ら
せ
て
頂
く
乙
と

一
一
ニ
棟
一
、
去
一
雪
含
む
V

怒
二
件
、
一
月
の
七
件
、
二
月
五
件
、
一
一
斉
一
が
何
よ
り
必
要
で
、
責
宣
言

一
七
四
五
坪
一
六
件
等
一
が
多
く
他
は
一
一
一
件
以
下
と
な
っ
一
通
報
の
早
苓
か
火
争
を
小
さ
く
す
る

一
更
を
の
損
害
は
四
千
四
百
六
十
七
一
て
居
り
ま
す
。
今
年
に
な
っ
て
か
ら
も
一
究
大
き
く
す
る
か
の
わ
か
れ
目
に

一
万
五
主
再
に
す
っ
昨
年
長
一
す
で
に
二
月
二
十
日
現
在
天
体
も
の
一
苦
手
。

一
レ
四
千
一
百
一
手
二
万
里
増
レ
て
お

一

挙

事

b
、
そ
の
損
害
二
百
土
ハ

一
叉
火
災
場
所
の
問
合
せ
は
す
べ
主
役

一
り
ま
す
ぞ
と
は
非
常
に
護
に
安

一
互
一
一
言
に
な
っ
て
害
ま
す
・

2
一
史
書
四
、
吉
一
番
か
四
、
き

一
ま
せ
ん
。
レ
・
か
し
と
の
袋
の
置
が
一
読
を
な
く
乾
燥
つ
ヌ
き
で
き
た
て
き
で
お
答
え
で
ま
ず
か
ら
、
と

一

5
2不

注
意
か
ら
で
あ
っ
た
て
め
、
一
議
後
の
喜
男
喜
一
れ
寄
港

Z
E
R幸

町
一

ζ
と

議

2
、
日
常
の
用
心
一
つ
で
一
に
は
、
室
用
心
し
な
い
と
大
火
事
件
一
示
。

2m弐
謀
U

古
田
火
災
は
充
分
防
毒
た
と
と
急
か
れ

一
義
起
す
乙
と
か
あ
D
ま
す
か
〉
り
充
分
一
霊
M
H
煙
突
の
加
熱
か
ら
表
υた

委
審
議
号
ま
す
と
一
御
注
意
下
さ
い
長
決
議
因
中
で
一
最
近
の
実
例
上
り
話
器
所
、

煙
突
の
不
完
全
七
、
コ
タ
ツ
六
、
カ
一
一
番
多
い
煙
突
の
加
熱
や
火
の
粉
の
飛
一
下
の
×
印
延
焼
個
所

I
l
i
l
1
1
1』
E
B
i
l
l
i
-
-
a
B
i
l
l
i
-
-
E
I
l
l
i
l
l
i
t
-
-
-

晶、
-a咽
旨
己
旨
喝
ゴ

Z
、

本

市

の

示
'
J
M
M
長
包
灘
河
匂

4
3
l
v
倖

染

病

昨
年
中
の
擢
病
者
に
保
菌
検
索

-

.

・

計

一

一

=

二

一

一一一七

本
市
の
伝
染
病
患
者
は
、
昭
和
二
十
宏
一
今
年
も
こ
れ
ら
潤
的
治
伝
染
病
に
は
、
一

一

一

な

お

市

で

は

予

防

の

た

め

、

作

年

澗

佑

年
以
来
、
年
六
滅
少
を
示
し
て
居
り
ま
一
充
外
注
意
し
ザ
ム
曜
ら
な
い
よ
う
に
寂
し
一

一
，

，

一

一

掃

伝

染

病

に

な

っ

た

人

と

そ

の

家

放

の

す
が
、
乙
れ
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
衛
生
一
ま
し
ょ
う
。
・
一

一

〉

一

人

一

九

八

役

得

一

千

二

十

九

名

の

方

え

に

関

す

る

華

客

主

で

あ

っ

て

一

撃

の

肘

砕

一

の

毒

装

露

に

よ

っ

て

菌

客

室
主
要
レ
い
と
と
で
す
即
ち
三
議
一
五
一
一
一
一
四
八
玄
か
な
い
か
を
し
ら
べ
る
U

生
一
月
中

主
在
住
一
八
八
名
警
し
た
警
一
疫
痢

五
五
円
七
一
に
官
ま
し
た
が
、
伝
染
病
は
こ
れ
か

が
一
一
十
六
年
に
は
二
三
一
名
と
な
り
三
腸
チ
フ
ス

一
一
一
一
一
一
白
月
の
語
に
か
け
て
霊
ま
恐

十
七
年
に
は
二
二
七
名
に
な
り
ま
し
た
一
パ
一
7
4
ノ

フ

ス

七

l
一
れ
が
あ
わ
一
ま
ず
か
ら
一
般
市
民
の
皆
さ

=
十
六
、
七
両
年
の
取
者

発

生

数

冷

陀

-

狸

紅

熱

七

一

一

二

ん

が

、
削
っ
て
師
法
怒
下
さ
あ
機
特
選

輔
ち
ザ
且
る
と
次
の
通
り
で
す
k
r
、
伝
一
ジ
プ
テ

y
ア
四
一
一
一
一
一
致
し
ま
ナ
。
今
年
は
今
の
と
こ
ろ
、
一

需

中

一

義

国

霊

ず

る

の

は

義

百

本

聖

一

一

一

月

中

に

凝

集

票

一

名

差

(

既

じ

り
赤
痢
、
ェ
キ
9
で
あ
h
D
ま
ず
か
ら
1

-

脂

統

一

子

会

快

V

し
た
y
砂
で
す
(
街
舟
糠
U

報虞市橋28年 3J3 1目〈

他

市

に

志

会

、

su』
甲
山
除
M
U

比
し
て

muιv克
7
J
L誠
司

本
市
の
伝
奨
富
田
君
が
、
昨
年
は
減
少
-
み
で
な
〈
、
県
下
他
市
に
出
ベ
て
、
一
者

を
示
し
た
ζ
と
は
別
頂
の
通
D
で
寸
h
r

一
レ
〈
価
下
レ
党
乙
と
は
、
ま
と
と
に
害

豊
富
死
亡
率
ず
昆
義
援
号
一
ば
し
い
を
ち
た
。
即
ち
こ
れ
を
一
路

か
と
雷
い
ま
ナ
と
、
乙
「
れ
圭
一
十
六
年
一
較
レ
ザ
島
ま
ず
乙

よ
h
p
二
十
七
年
間
非
常
に
低
下
レ
た
の

F

年

次

前

橋

世

間

崎

一
一
六
甲
の

患

む

数

(
内
死
亡
)

(
死
亡
率
)

二
七
年
の

思

料

数

〈
内
死
亡
)

〔
死
亡
翠
)

柄

竺三

国

明

世

帯

陥

太

回

ヨ

富

一

一

一

軍

司

=

一

山

一

雲

一

円

山

(
一
世
〉
へ
一
コ
一
)
(
宝
凡
)
(
一
剖
)
(
乃
)
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四
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凡
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ム
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E
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一
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E
W
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(
拘
・
0
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z
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-

z

一
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一
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)
へ
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一
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(
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一
口
)

n

一冨以

内
聞
・
九
%
〉
(
一
一
・
一
%
v
c
n
A
%
〉
(
莞
・
=
%
)
(
一
一
宮
・
一
一
%
)

以
上
の
渇
b
に
な
h
H
ま
ず
。
交
今
年
に
一
十
六
同
現
住
で
次
の
通
り
に
な
り
ま
す

な
っ
て
か
あ
の
葬
話
患
者
数
除
、
一
一
月

一

(
開
企
寝
V

疑

似

パ

ラ

ヂ

渥

紅

タ

フ

テ

什

「

内

死

J

-

市

別

派

痢

赤

痢

捜

痢

フ

ス

熱

リ

ア

町

f

c

活
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O

一
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一
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t
t
t
J
2久
留
福
の
西
約
十
米
の
富
川
一
を
行
い
ち
た
・
一
気
一
匹
慰
み

遊
歩
受
賞
町
患
に
モ
ダ
ン
な
共
同
一
の
予
定
子
。

民
所
を
作
る
と
と
に
な
D
、
・
苫
入
机
一

ハ
建
築
憩

修
医
国
司

λ
園
児
の

埠
m
l

白

白

拍

畿

は

十

六

日

行

い

ま

ナ

ス
圏
許
可
は
身
韓
検
査
後
に

不
用
犬
、

無
登
録
一
額
保
育
所
跡
に
集
る
程
幼
稚
閣
一
七
O
名。

犬
を
置
土
げ
一
と
若
宮
小
学
校
に
附
設
え
れ
暴
露
一
の
多
数
に
上
り
ま
レ
た
の
で
、
コ
一
平

一
稚
闘
に
つ
い
て
は
、
二
月
十
六
日
か
ら
一
六
日
午
後
一
時
か
ら
芳
則
の
市
立
女
子

市

で

院

先

月

二

十

日

、

粧

犬

病

予

防

対

一

一

一
二
十
一
日
ま
で
布
教
育
委
員
会
事
務
局
一
高
校
体
育
館
v

じ
拍
畿
を
行
い
ま
す
。
乙

僚
の
一
円

J

と

し

て

不

用

求

、

知

資

料

陣

犬

一

一

一
で
入
闘
願
書
の
謬
宮
刊
を
行
い
去
し
た
が
一
の
当
簸
者
に
つ
い
て
は
身
体
験
査
の
ム

黒

山

内

枝

問

枕

許

諾

建

襲

、

一

舎

許

可

す

る

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

-

Yプ
テ

リ

?

争

防

護

は

一

月

吉

行

・

一

V
神
間
幼
稚
閣
日
募
集
会
、
男
女
一
ず
。
譲
は
願
一
轡
器
の
際
に
膜
υ℃

-

日

ま

で

、

毎

日

f

日
曜
、
間
同
を
除
く
ν
一

一

一

っ

て

い

ま

す

が

今

月

は

第

一

一

一

回

目

の

銭

一

各

一

O
O名
、
に
対
し
男
一
一
一
一
七
名

一あ
る
番
停
札
の
順
に
行
っ
と
と
に
な
D

E
一
票
次
官
製
所
で
あ
D
ま

ず

か

ら

午

前

十

時

か

年

生

存

霊

謡

曲

一

一

女

一

O
七
名
恥
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